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‘‘corecurriculum’’hast光eninfluencialintheAmericancollegessinceitsintroductionatHarvard

Universityin the1980s．Itis designed to afford students broaderperspective oflearning，in contrast
叩

with‘‘concentration programthatconstitutesamorespecializedpartofco11egeeducation．

In this paperIwilldiscuss the undergraduateinstruCtion system at Harvard University as wellas

thefacultyinchargeofit．‘‘TheFacultyofArts andSciences，’’thatadministersHarvardCollege and

Graduate Schoolof Arts and Sciences，has over700members from30departmentsand2divisions，

providingabasisofconsiderablevarietyandhighlevelofundergraduatecoursesunderthecooperation

with the other Faculties at Harvard．Core Curriculum，eXPeCted to show‘‘the major approaches to

〃

knowledge，COnSists oflO areas，Students t光ing required to take one coursein80f them．Each

Studentmust alsoselectafield ofconcentrationfrommore than40areasgoverned bythe departments

and trans－departmentalstanding committees．In both Core andconcentration，the emphasisis put on

the acquisition of methodologyand analyticalskills，and，throughthe relativelyflexible system，itis

always possible forstudents，aCCOrdingto their ability andinterest，tO attend more advancedcourses

includingthoseprimarilyforgraduates．
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は　じ　め　に

筆者は、1994年8月より1995年6月まで、フルブラ

イト奨学金を得て、アメリカ合衆国マサチューセッツ

州にあるハーヴァード大学（Harvard University）

に留学する機会を得た。正式に在籍したのは、教養大

学院（Graduate SchoolofArts andSciences）の科

学史学科であり、また、留学の目的も同学科において

アメリカの科学技術史の研究を行うことにあったため、

留学期間中、現在のハーヴァードの教育体制に関して、

また特に学部教育に関して、意識的に調査を行ったわ

けではない。しかし、留学生活を通して、この大学独

特の教育体制につき、若干のことは見聞きする機会を

得、また、さらに幾つかのことは実際に体験すること

も出来た。中でもとりわけ興味深く感じられたのは、

1980年代初頭にハーヴァードで始まった学部教育の新

しい試み、コア・カリキュラムとコンセントレーショ

ソの組み合わせという制度であった。

アメリカの大学教育の諸制度の中で、実質はともか

く、制度として日本の大学教育との対比が極めて明瞭

になるものは、それほど多くないように思われる。筆

者の目には、両者の最も重要な対立点は、大学院教育

と一般教育にあるように映る。このうち、大学院教育

での相違点は、もともと理工系においてはそれほど顕

著ではなかったともいえるが、人文・社会系において

も、日本側で学位授与を奨励する動きが高まるにつれ、

制度として特に取り上げるほどの大きな違いは、善か

れ悪しかれ、少なくなってきたように思われる。
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これに対 して ､
一

般教育におけ る相違点と ､ 関連す

る学部教育全般における相違点に は ､ 相変わらず顕著

なもの が あるようで あり ､ ま た ､ 違 い の 大きさに応じ

て ､ 参考にす べ き点も多くあるもの と思われる｡ 近年 ､

日本の 大学におい て は ､ 教養教育 ･
一

般教育における

改革の機運が高ま り､ 新 しい とりくみが種 々 試み られ

て は い るが ､ そ の 成果をもとに行く末を見定めるとい

う段階には至 っ て い な い ｡ - - ヴ ァ - ドにおける コ ア ･

カ リ キ ュ ラ ム と コ ソ セ ソ ト レ - シ ョ ソ と いう制度も､

∫ . B .
コ ナ ン ト学長以来の ｢

一

般教育+ とい う理念

が通用しなくなり つ つ あ っ た197 0 年代に､ デ レ ク
･ ボ ッ

ク学長 ､ へ ソ リ ー ･
ロ ソ フ ス キ ー 教養教員団長の 主導

下で の 白熱 した議論にかけられ､ 様 々 な修正 を経た の

ちに実施されたの で あ っ た ｡ そ の後 の ハ
- ヴ ァ

- ドの

成果と ､ ア メ リ カの 諸大学に こ の制度が及ぼ した影響

の 大きさか らみ ると､ 同大学の 学部教育改革は ､
一

応

は成功例と見倣 しうるで あろう｡ ハ
- ヴ ァ

- ドにおけ

る学部教育の 現況に つ い て の 情報も､ 日本における大

学教育の改革の ため の議論に対 して ､ 多少は刺激を与

える の で はない か と思われる｡ はなはだ不完全で は あ

るが ､ 以下に短い 報告を記す次第で ある｡

なお､ 用語に つ い て お断り しておく｡ 日本語の ｢ 学

部教育+ と い う言葉は ､ 大学院以前の 通常 4 年間から

なる教育をさす場合と ､ さ らにそ の 中の 後半部の ､ 各

学部, よ り詳しくは各学科ごとに行われる専門教育を

特に強調 して さす場合とがあるように思われる ｡ -
-

ヴ ァ
- ドの教育体制を論ずる際に ､ 理学部や文学部と

い っ た組織を連想させる ｢ 学部+ 教育という言葉を用

い る の には若干 の 抵抗感が あるが ､ 本稿 で は ､ 前者 の

意味で ､ す なわ ち､ u n d e r g r a d u a t e e d u c a ti o n の 訳語

と して ､ ｢学部教育+ と い う言葉を用い る｡ ｢ 也抗感+

の 中身は ､ 大学の 機構を紹介するうち に明らかに なる

と思われ る｡

ま た ､ ｢
一

般教育+ は ､ む ろ ん g e n e r al e d u c a ti o n

の 訳 で あるが ､ 学部 ･ 大学院で の専門教育に対比させ

て 用い て い る ｡ 教養教育とい う言葉もあり ､ 言葉の違

い に応 じた意味合い のずれもあるが ､ こ こ で は繁雑さ

を避け ､
一

般教育と い う言葉を
一

貫 し て用 い る こ とと

する｡ 学部教育のうち ､
一

般教育とは ことなる部分は ､

専門教育と呼ぶ こととす る｡

教育体制と教具団組織の概要

一 学部教育の位置づけ
一

我 々 が ､ 通常 ､ 大学教育とい う言葉で イ メ
ー ジする

もの は 4 年間 の学部教育で あり ､ それに応 じ て ､ ｢ 大

学院化+ と い う言葉が 目に付く昨今で も､ 大学 の組織

は ､ 学部教育を中心に構成されて い ると い う意識が強

い ように思う｡ しか しなが ら､ ハ - ヴ ァ - ド大学にお

い て 4 年制の 学部教育を行う機関､ すなわち ハ
- ヴ ァ -

ド ･ カ レ ッ ジ は ､ 組織上 は大学の 根幹をな し て い ると

は い い難 い ｡ 大学全体 の長で ある学長からみれば ､ カ

レ ッ ジは ､ 1 0 麦' る教員団のうちの
一

つ ､ 教養教員団に

所属する
一

組織で しか ない ｡ ただ し こ の ことは ､ 学部

教育が大学の 中で軽ん じられて い る ことを意味するわ

けで はな い ｡ む し ろ逆に ､ 以下 で 明らかにするように､

こ の体制は ､ 学部教育の
一

貫性と質の高さを保証しよ

うとするもの で あると考える ことが できる ｡

ハ
- ヴ ァ

- ド大学は ､ 基本的に10 の 教員団 (f a c ul -

t y) か ら構成され て い る｡ f a c u lt y と い う言葉は ｢ 学

部+ と訳される ことも しば しばあ るが ､ こ こ で は ､
一

定 の専門領域や
-

ま とまり の組織に所属す る教員団と

い う意味で用い られ て い る｡ 1 0 の 教員団のうちわけ は､

教養 ( A rt s a n d S c i e n c e s) ･ 経 営学 ･ 歯学 ･

建築およ

び都市計画 ･ 神学 ･ 教育学 ･ 政治学 ･ 法学 ･ 医学 ･ 保

健 で あるが ､ こ の うち教養教員団 ( T h e F a c u lt y of

A r t s a n d S ci e n c e s) は 飛び抜けて 大きく､ 7 00 名以上

の教員が 所属 して ､ 毎年合計約1 , 2 5 0 の 講義を担当し

て い る ( G S ､ p . 8 .) ｡ こ の 規模 は ､ 大学 の 他 の 教員

団の 全て を合わせ たもの に匹敵する ( H S ､ p . 8 .) ｡

な お ､ 教職員の 合計は ､ 全学 で約20 , 0 0 0 人 で あり ､ そ

の うち の 多く は非常勤で ある ( H S ､ p . 6 .) ｡

-
- ヴ ァ

- ド ･ カ レ ッ ジ は ､ 教養教員団によ っ て 管

理 されて い る｡ 教養教員団の規模が大きい の は､ こ の

下に ､ 4 学年 の大学生全体を抱え込む - - ヴ ァ
- ド ･

カ レ ッ ジ と､ - - ヴ ァ
- ド最大の 大学院､ 教養大学院

が所属 して い るか らで あ る｡ カ レ ッ ジ には ､ 1 学年

1
,
9 0 0 人前後 ､ 全体 で約8■,0 0 0 人の 学生が在籍して い る

(表 2 の 卒業生数 ､ 及び ､ 1 99 3 年 6 月時点で の19 8 7 年

入学学生の 卒業 ･ 修了者の割合が97 % で ある と いう記

述か ら推計｡ H S ､ p . iii .) ｡ ま た ､ 教養大学院に は ､
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毎年約5 5 0 人が入学 し､ 常時3 ,00 0 人あまりが在籍する

( G S ､ p . 1 0 .) ｡ 年 間約3 0 , 0 00 人 と推計される聴講生

や サ マ ー
･ ス ク ー ル 生を別にすれば､ 全学の フ ル タ イ

ム の学生数は約17 , 0 0 0 人 で ある ( H S ､ p . 6 .) か ら ､

ハ
-

ヴ ァ - ド ･ カ レ ッ ジと教養大学院が ハ - ヴ ァ - ド

にお い て も つ 意味の 大きさは明らか で あろう｡ こ れ に

対 し､ ほ か の 教員団が携わるの は ､ 主 として 大学院教

育のみ で あり､ た と えば､ 経営学教員団はケ
ー ス ス タ

デ ィ ー 方式 で名高い経営学大学院で の 教育を担当 し､

政治学教員団は J . F . ケ ネ デ ィ 一 に 因ん で 設立され

た ケネ デ ィ
-

政治学大学院で の 教育を行う｡ f a c u lt y

と い う こ とばを ｢ 学部+ と訳せ な い の は ､ こ う した事

情による｡ なお､ こ の他に ､ そ れぞれの分野に関連す

る研究所 ･ 図書館 ･ 博物館などの運営も､ 各教員団に

委ね られて い る｡

教養教員団は ､ 所属教員数と ､ 直接関わる学生の数､

および担当する講義数が大きい だけで なく､ 機能と設

備からい っ て も､ 1 つ の 総合大学の学部教育と ､ そ の

上 の 大学院を形成するだ け の 規模を有 して い る｡ こ の

ことば､ 教養教員団の学科構成を見れば明らかで あり ､

同教員団の抱える30 の 学科と 2 つ の分科によ っ て ､ 自

然科学 ､ 人文 ･ 社会諸学 ､ 医学､ 工学 ､ 芸術などの 学

問分野は ､ ほ とん ど覆い尽くされて い る ( 表 1 ､ 及 び

CI ､ p . Ⅴ .) ｡

学部教育
･

教養大学院教育の 大部分は ､ 教員団の基

本的な構成単位である諸学科によ っ て運営されており ､

後 で み る専門教育の コ ン セ ン ト レ ー シ ョ ン や ､ 教養大

学院で の 学位取得プ ロ グ ラ ム
.
の 分野構成は ､ ほぼ こ の

学科構成と 一

致する ｡ た だし､ 3 2 の 学科および分科に

対 し､ 大学院の プ ロ グ ラ ム が50 程度 ( G S ､ p p . B -Ⅰ.) ､

コ ン セ ン ト レ ー

シ ョ ン の諸分野が4 1 ( F C ､ p p . 8-l l .)

あ るた め ､ 学科横断的な委員会の 管理下におかれる領

域や ､ 他教員団の メ ン バ
ー を 交えた委員会に よ っ て運

営され る分野も存在する｡ ま た ､ コ ア
･ カ リ キ ュ ラ ム

に つ い て は､ 分野別に で はなく､ カ リキ ュ ラ ム 全体を ､

学科横断的な
- 委員会が統括 して い る｡ なお､ ほとん

ど の分野に ､ 学科や運営委員会に所属 しな い 教員 ( 教

養教員団に所属する しな い を問わず) や ､ 名誉教授な

ど の担当する講義が数多くある ｡

学科が直接管理 を行わない特殊な分野に つ い て ､ 幾

つ か例を紹介しよう ( CI) ｡ 教員団には･､ 学科以外に ､

応用科学と医科学の 2 つ の 分科があるが ､ こ の うち､

医科学分科 ( 後 でみ るように ､ 医科学と いう コ ン セ ン

ト レ
-

シ ョ アは存在せず､ 同分科は主 と して 大学院教

育の み に関わる) の運営委員会の教員の ほとんどは ､

医学教員団の みに所属する メ ン バ
ー

で あ る｡ ま た ､ 大

学院
･
コ ン セ ン ト レ ー

シ ョ ン ともに宗教研究に額する

分野をも つ が ､ 教養教員団の 中には ｢ 宗教学科+ に相

当する組織は存在せず､ 同分野は ､ 教養教員団所属の

関連分野の 教員や ､ 神学教員団の教員な どに よ っ て 構

成される委員会の 管理下に置かれて い る ｡ さらに ､ 主

と して学部生むけに開講され る演劇学の 講義には ､ 講

師と して 舞台俳優などの専門家が招か れて おり ､ 教養

教員団所属の教員に よ っ て構成されて い る運営委員会

の面 々 は ､ 実際には補助的な講義のみ を行 っ て い る よ

うで ある ｡ 同種 の 現象は ､
一

般教育の 中にも見る こと

が できる ｡ 後述 の通り､ 学部教育に は ､ 文章表現 ､ 量

的推理に関する講義が含まれて い るが ､ こ れら の講義

は ､ 特別に雇われ た教員が行い ､ 両科目 の運営委員会

に所属する教員は教壇に立た な い ｡

教養教員団の 構成を概観するために ､ 表 1 に ､ 各学

科 ･ 分科 ( 医科学分科は除く) の 構成員の 内訳を示 し

た｡ 表中の数字は ､ 各学科に所属する教員の 数を表し､

講義の み をも つ 他学科
･

他教員団所属の教員の 数は含

ん で い な い ｡ た だ し､ 単に講義をも つ と いうだけ で な

く､ 複数 の学科に所属 して い る教員は幾名か存在する ｡

複数 の教員団に同時に所属すると いう例も幾 つ かある ｡

ま た ､ 原則的には ､ 学科に所属する教員のみ を教養教

員団に所属すると見倣 したが ､ 量的推理 ､ 文章表現専

門の 教員数も表に掲載 し､ 合計にも含めた ｡ 前述 の 通

り ､ 実際 の講義や プ ロ グ ラ ム の管理は ､ 学科 の みなら

ず ､ 各委員会に よ っ て も行われて い るが ､ こ の 内訳は

掲載 して い な い ｡ 各委員会に は､ 学科所属の教員が重

複 して 含まれて おり ､ ま た ､ 他教員団の 教員も参加し

て い るた め で ある｡

表 1 中､ P r o は 教授 ( P r of e s s o r) ､ A s c P は 准教授

( A s s o c i a t e P r o f e s s o r) ､ A s s P は 助教授 ( A s si st a n t

P r of e s s o r) ､ L は講師 (L e c t u r e r) ､ P r e は プリ セ プタ
ー

( P r e c e p t o r) ､ Ⅰ はイ ソ ス ト ラ ク タ - (I n s t r u c t o r)

を示す｡ プ リ セ プタ
ー

､ イ ン ス ト ラ ク タ
-

と いう名称
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は ､ 日本 で は馴染みが 薄い が ､ 通常 ､ 語学や基礎的な

訓練を担当する教員を意味する｡ こ の うち ､ イ ン ス ト

ラクタ
ー

は ､ -
- ヴ ァ - ドで は､ 学部教育のみ に携わ

る教員の 名称 で ある (ⅠⅠ､ p . 1 0 .) ｡ 肩 書き の 頭に つ

けた S は 上級職 ( S e n i o r) を表 し ､ Ⅴ は客員 ( Vi si t -

i n g) を示す｡

肩書きの も つ 意味合い は ､ 各学科に よ っ て異なるが ､

ほ ぼ
一

般的に妥当すると思われる説明を付け加え てお

く ｡ 通常､ 教授と准教授はs e n i o r f a c u lt y と よばれ､

テ ニ ュ ア (終身在職権) をも っ た学科の 主要な運営メ

ソ バ ー

で ある ｡ 上級職の講師 ･ プ リ セ プ タ
ー

も､ そ れ

に準ずる待遇を受け て い る こ とが予想される ｡ それ以

外の ､ 助教授 ･ 講師 ･ プ リ セ プタ
ー
･ イ ソ ス ト ラ クタ

-

な どのj u n i o r f a c u lt y は ､ 通常は数年の契約で 雇われ

ており､ 将来テ ニ ュ ア を獲得できるとい う保証はない ｡

彼らも学科運営 に携わるが ､ 責任と権限は ､ j u n i o r

f a c u lt y に 比 べ れば小さ い ｡ ただ し､ こ れらは ､ 日本

で い う非常勤講師の制度 とは異な っ ており ､ テ ニ ュ ア

は なくとも､ 彼 ら の ほとん どは常勤 で ある｡ ま た ､ 客

員教員の 多くは ､ 所属大学を短期間 ( 多くは 1 年以内)

休職 したうえ で - - ヴ ァ - ドと雇用契約を結ん でおり ､

所属学科も特定されるの で ､ これ も､ 日本 の非常勤講

師とはか なり様相が異なる｡

表 1 か ら分か る通り ､ 教員団の 大半は ､ テ ニ ュ ア を

持 つ 教員 ､ さ らに い えば教授 ･ 准教授によ っ て 占め ら

れ て い る｡ 准教授の数が少な い の は ､ こ の肩書きは ､

教授職まで の 移行的なもの とみ なされて い るからで あ

る｡ 教員の 中に占める比率か ら言 っ て ､ 教育の 根幹を

担 っ て い る の は ､ 教授
･ 准教授群 で あると い っ て よ い

で あろう ｡ プ リ セ プ タ ー ･ イ ソ ス ト ラ ク タ - は 多くな

い うえ ､ 語学 の訓練が重視される分野 (語学
･ 文学や

地域研究) に集中して 在籍して い る｡ 彼らが担当する

基礎的な訓練を除けば､ 学部 ･ 大学院ともに ､ 教授 ･

准教授が講義の主要部分を受け持ち ､ 短期契約の 助教

授
･ 講師群 ､ さらに短期の客員教員が これを補うとい

う体制がとられて い るわけ で ある ｡

き て ､ 以上 の - - ヴ ァ - ド大学 の 体制を､ 日本 の組

織におきかえ て表現すれば､ 1 年生か ら4 年生まで の

全 て の大学生が ､ 単独 の 大学院も有する 1 つ の 巨大な

学部 (例えば東京大学の 教養学部を大きく した ような

もの) に所属 して そ こ で教育をうけ ､ 他 の 学部は全て

大学院教育に専念す るとい っ た状況に で もな る の で あ

ろうか｡ こ の 体制は ､ 専門大学院の充実ぶ りを物語る

と同時に ､ 学部教育の はばの広さと奥行きの 深さをも

体現 して い るとい え る｡ 日本 で は戟然として 区別され

がちで あり､ ま た ､ 担当する教員にも区分が設けられ

が ち で あ っ た
一

般教育 ･ 専門教育 ･ 大学院教育の全て

に対 して ､ 全学最大の 規模と設備をも つ 教養教員団が ､

区分を意識するこ となく
一

貫 して 責任を負う体制がと

られて い る の で ある ｡ 実際､ 教養教員団が担当する コ

ア ･ カ リ キ ュ ラ ム 以外 の講義には ､ 講師 の 許可が あれ

ば ､ 原則と して 1 年生か ら大学院生まで ､ ど の レ ベ ル

の学生も参加する ことが 出来 る｡ なお ､ 講義を特に学

年別に編制 しな い 方針は全学的な もの で あり､ 前述 の

通り､ 教養教員団以外の教員団に所属する教員が カ レ ッ

ジや教養大学院で 多数講義を行 っ て い るほか ､ 教養大

学院以外の 大学院で開かれる講義に学部生が参加する

こ とも可 能で あ る ( ただ し経営学大学院を除く) ｡ 近

隣 の マ サ チ ュ
ー セ ッ ツ 工科大学との ク ロ ス

･ レ ジ ス ト

レ ー

シ ョ ン (両大学の学生は ､ どちらの 大学の講義か

らも単位取得が できる) も含め ､ 学部教育の 自由度は ､

制度的に保証され て い ると い っ て よ い ｡

学部教育の実際

ア メ リカ の 大学 には ､ 飛び級や ､ ｢ ク ム ･ ラ ウ デ+ ･

｢ マ グ ナ ･ ク ム ･

ラ ウ デ+
･ ｢ ス マ ･ ク ム ･

ラ ウ デ+ と

い っ た称号など ､ 日本 の大学にはない制度があるため ､

- - ヴ ァ - ド 1 校 に限 っ て も､ 学部教育の 全容を紹介

するの は難 しく ､ また ､
そ の 必要もな い も の と思われ

る ｡ 従 っ て ､ こ こ で は ､ 学部教育を支え る 2 本 の 柱､

コ ア ･ カ リ キ ュ ラ ム 及び コ ソ セ ソ ト レ
ー

シ ョ ン と い う

制度の 紹介と ､ 若干 の補足をするにと どめ る こととす

る｡

ハ - ヴ ァ - ドの 新入生には ､ 基本的には所属学科は

なく ､ 日本 で い う理系
･

文系の 区別すら存在 しな い ｡

将来 ､ 学士号を取得する分野は ､ 学生が入学 して から

自分で 選択 し､ そ の 選択に合わせ て授業をとると いう

の が基本的な学部教育の在り方で ある｡ さらに ､ 同じ

分野におい て も､ 授業の 選択は学生によ っ て 大きく異
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なる ことが ある｡

学部教育の 多様性と柔軟性を支える のが ､ コ ア ･ カ

リ キ ュ ラ ム と コ ン セ ン ト レ -

シ ョ ソ の 組み合わせ と い

う制度で ある ｡ ただ し､ こ こ に達するまで の基本条件

として ､ どの 学生も､ 何らか のか たちで ､ 前 にふれた

量的推理 ､ 文章表現に加え て ､ 外国語に関する能力の

証明を行う ことを要求される｡ こ の うち ､ 量的推理 と

外国語に関して は ､ テ ス トを受けて十分な成績を修め

るか ､ 一

定期間の 講義をうけ て単位を取得する こと に

よりそ の 能力を証明 できる ｡ 文章表現に関 して は ､ 全

て の学生が授業をと り､ そ の 単位を取得 しなければな

らない ( H S ､ p p . 2 1 -2 6 .) ｡ こ れらは ､ 大学 で の 勉学

を行う上 で の ｢ 読み書き算盤+ にあたる部分を保証す

るもの で あ ると い え る｡

実質的な学部教育は ､ コ ア ･ カ リ キ ュ ラ ム か ら始ま

るが ､ こ れは日本で い う
一

般教育にあたり､ 専門教育

に相当する コ ソ セ ン ト レ ー シ ョ ン と対を構成 して い る｡

ただ し､ コ ア ･ カ リ キ ュ ラ ム は ､ 原則と し て 4 年間の

うちい つ 履修する ことも可能で ､ 特定 の 学年のうちに

修得 しなければならない わけ で は な い ｡

コ ア ･ カ リ キ ュ ラ ム は 以下 の 1 0 の 分野 か らな る

( H S ､ p . 2 7 .) ｡

F o r e i g n C u lt u r e s

H i s t o ri c al S t u d y A

H i s t o ri c al S t u d y B

Lit e r at u r e a n d A rt s A

L i t e r a t u r e a n d A rt s B

L it e r a t u r e a I l d A r t s C

M o r al R e a s o n i n g

S ci e n c e A

S ci e n c e B

S o c i al A n al y s i s

ち らもとらずにすますことは でき るが ､ 三 つ の Lit e r
-

a t u r e a n d A r t s の うちか らは ､ 必ず
一

つ が選択されね

ばな らな い ｡ 二 つ の S c i e n c e は どちらも選択せずにす

ます ことが できるように見え るが ､ 後 に述べ る理由か

ら､ こ れは実際はほ とん ど不可能で ある ｡

各分野には ､ 1 0 か ら30 の 講義が所属 して い る ( C I ､

p p . 1 - 4 4 .) ｡ た と えば､ F o r e i g n C u lt u r e s と い う分野

で は ､ ア ジ ア ､ ヨ ー

ロ ッ
パ
､ ラ テ ソ

･

ア メ リ カ ､ イ ス

ラ ム 圏 ､ ア フ リ カな ど世界の 諸地域におけ る､ 政治､

経済､ 文学 ､ 芸術など様 々 な分野の話題が ､ 講義題目

と して取り上げられて い る｡ H i st o ri c al S t u d y ､ L it
-

e r a t u r e a n d A rt s ､ S ci e n c e 等複数の 下部分野をも つ

領域で は ､ 当然 の こ となが ら毛色の異なる分野のすみ

わけが なされて い る ｡ た と えばL it e r a t u r e a n d A rt s

A は文学を中心に構成され､ 同 B は非言語表現､ すな

わち､ 視覚および聴覚表現に関わる領域を扱い ､ 同C

は文化史を取 り上 げて い る｡ ま た ､ 以上 の簡単な紹介

からも分かる通り､ 10 の 区分はそれほ ど厳密なもの で

はなく､ たとえば ､ F o r ei g n C u lt u r e s に属す る ｢文化

大革命+ と い う講義は ､ H i s t o ri c al S t u d y B の 科 目と

し て選択する こ ともで きると い うように ､ 各分野の間

で ､ 講義が属する領域の 読み替えも行われて い る｡

コ ア
･ カ リ キ ュ ラ ム の理念を､ 大学は次の ように説

明する ( C I ､ p . 1 .) ｡

上 の 各分野には ､ 以下に述 べ る通り ､ 多種多様な講

義が所属 しており ､ 学生は1 0 の 分野か ら最低八 つ の分

野を選んだ上 で ､ そ れらか らおの おの
一

つ の 講義を選

択 し､ 履修する｡ ただ し･, コ ソ セ ソ ト レ
ー

シ ョ ン の 選

択に応 じ､ 10 分野 の うちか ら､ 最大限二 つ の コ ア ･ カ

リ キ ュ ラ ム は履修を免除される ( H S ､ p . 2 7 .) ｡ 逆 に ､

選択 した コ ソ セ ン ト レ
ー

シ ョ ン が ､ 特定 の コ ア を選択

する ことを要求する こ ともある ｡

分野構成の特色は ､ 人文 ･ 社会 ･ 自然科学 に ､ 芸術

が加わ っ て い る点にあろう｡ 8 分野を必ず選択する と

い う条件か ら ､ 例えば ､ 二 つ の H i s t o ri c a l S t u d y は ど
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コ ア
･ カ リ キ ュ ラ ム の哲学は､ 全 て の -

- ヴ ァ -

ド卒業生は ､ 特定 の専門分野 ､ すなわち コ ソ セ ソ

ト レ -

シ ョ ソ にお い て 訓練をうけ ると同時に ､ は

ば広く教育されて い なければならな い と い う確信

にもとづくもの で ある ｡ 学生たちが こ の 目標 に到

達するためには案内が必要で あるという こと､ ま

た ､ 教員団は ､ 彼 らに ､ 教育をうけた男女の 身分

証明ともい え る ､ 知識 ､ 知的技術､ 思考習慣 へ と

導く義務を有するという ことも､ 前提とされて い る｡

しか し､ コ ア は そ の 他 の
一

般教育の プ ロ グ ラ ム

とは異な るもの である ｡ こ の プ ロ グ ラ ム に よれば ､

広 い知力とは ､
一

群 の 偉大な書物を読み解くこ と

や ､ 特定量の情報を消化する こと ､ ま た或る分野

の 知識の 現状を調査するこ ととは定義されな い ｡

そう で はなく ､ コ ア が 目指すもの は ､ 学生に ､ 教



貞団が学部教育にと っ て 不可欠と見倣す分野にお

ける ､ 知識 - の 到達方法を提示する こ とな の で あ

る｡ 以下 の こ とを示すの が目標で ある ｡ こ れらの

分野に ､ ど の ような種額の知識や どうい っ た形 の

探求が存在 して い る のか ､ 異な っ た分析の 手法は

いか に し て獲得されうるの か ､ またそ れらは ど の

ように利用されるの か ､ そ の価値は い かな るもの

なの か ｡ 主題とする と こ ろは異な っ て い て も､ そ

れらが強調するの は或る特定の 思考様式で あると

い う点で ､ 各分野に所属する講義は等価で あると

い う ことが できる ｡

各分野に所属する講義の 多様性は ､ 各分野それぞれ

の 方法論における統
一

性と両立す るとみ なされて い る

わけ で ある｡

一

方､ 各学生は､ 1 年次終了まで に ､
一

つ の コ ン セ

ン ト レ -

シ ョ ソ を選択 し､ 卒業まで に各 コ ソ セ ソ ト レ -

シ ョ ソ の 要求する履修科月 を修得 しなければならない ｡

コ ン セ ン ト レ ー

シ ョ ン におけ る教育は ､ 主 として 各学

科によ っ て担当されるが ､ 中 には ､ 政治学と経済学､

物理学と数学とい うように ､ 二 つ の コ ン セ ン ト レ ー

シ ョ

ン を組み合わせた ジ ョ イ ン ト ･ コ ン セ ン ト レ -

シ ョ ソ

や ､ 学生が 自分の 要望に応 じて構成 し､ 当局 の許可を

受けて 成立する ス ペ シ ャ ル ･
コ ソ セ ソ ト レ -

シ ョ ソ な

どと い っ た特例もある (後者の例と して は ､ 都市研究 ､

神経科学な ど｡ F C ､ p p . 1 - 3 .) 0

ジ ョ イ ン トで も ス ペ シ ャ ル で もな い ごく普通の コ ソ

セ ソ ト レ ー

シ ョ ン は ､ 全部 で4 1 分野ある｡ こ の 中には ､

教養教員団の学科の 構成と同様､ 旧来か らある学問 ･

芸術分野の ほとん どが含まれ て い るほか ､ 女性学 ､ 環

境科学と公共政策とい っ た比較的新 しい 領域も組み込

まれて い る｡ 各 コ ソ セ ソ ト レ
-

シ ョ ソ へ の 学生 ( 1 年

生以外の ほとん どの 学生は ､ 何 らか の コ ソ セ ソ ト レ -

シ ョ ソ 分野に所属 して い る) の 分布は ､ た と えば199 4

年 5 月 の 次 の ようなデ
ー

タ から推 し量る こ とが できる｡

最低 5 % 以上 の学生を有 し､ 全体 で59 % の 学生を吸収

する
‾
コ ソ セ ソ ト レ - シ ョ ソ は ､ こ の時期 ､ 生物学 ､ 生

物化学､ 経済学､ 英米語
･

英米文学､ 政治学､ 歴史学､

心 理学 ､ 社会研究の 八 つ で あ っ た ｡ ま た ､ 上位10 の コ

ン セ ン ト レ ー

シ ョ ン に ､ 6 6 % の 学生が吸収されて い る｡

なお､ 日本の 大学における学科選択の 場合と同様､ 実

験設備などの状況に より､ コ ソ セ ン ト レ -

シ ョ ソ に よ っ

て は定員を設け て い る もの もある ( F C ､ p . 1 .) ｡ 表

2 に は ､ 19 9 3 年1 1 月 から199 4 年 6 月ま で の ､ 各 コ ソ セ

ソ ト レ ー

シ ョ ン の 卒業生数を示 した ｡

コ ン セ ン ト レ -

シ ョ ソ から の要求は ､ 分野によ っ て

さまざまで あるが ､ 必修および選択科目 ､ 演習
･

実験
･

実習 ･ 個人指導 ､ 卒業論文 ･ 卒業試験などの組み 合わ

せ に よ っ て卒業の ため の条件が構成される点は ､ 日本

の大学とさほ ど変わりはない ( F C) ｡

実際 の講義は ､ 日本 のそ れよりは ､ 文系 ･ 理系を問

わず極め て要求度が高い ように思われる｡ 講義内容に

応 じて ､ ｢ 学部生むけ+ ､ ｢ 主と して 大学院生向け+ な

どの 区別はあるが ､ どの学年の 学生が どの 講義に で て

も構わな い の が原則で ある の は ､ す で に述 べ た通り で

ある｡
一

つ の 講義が､ 講師が教壇にた っ て行う授業と ､

参加者の 理解度を確認する s e c ti o n か ら構成されて い

る場合も少なくない ｡ こ の s e c ti o n に おい て は ､ 大学

院生の テ ィ
ー

チ ン グ ･

ア シ ス タ ソ ト (た だし､ - - ヴ ァ -

ドで は ､ 大学院生の補助教員をテ ィ
- チ ソ グ ･ フ ェ ロ

ー

と呼び ､ 大学院生で は な い補助教員をテ ィ
ー

チ ソ グ ･

ア シ ス タ ン ト と呼ぶ ｡ ⅠⅠ､ p . 3 6 .) の 指導 の下 で ､ 講

師が ほぼ毎週課す レ ポ
ー トを中心に ､ 議論や演習が行

われ る｡ s e c ti o n が な い場合で も ､ ほ ぼ毎週 レポ
ー ト

を課 した り､ 量 の 多い 参考文献に 目を通す こ とを要求

する講義はか なりあ る｡

コ ン セ ン ト レ
ー

シ ョ ン が学部教育全体におい ても つ 意

義に つ い て ､ 大学は以下の ように説明する(F C ､ p . 1 .)

｢ コ ン セ ン ト レ ー

シ ョ ン+ を､ 最も単純な言葉

で説明すれば ､ 特定 の学問分野､ 専門領域に ､ 学

生が関わりを も つ こ と で あるとい える ｡ こ の ｢ 関

わ り+ と は ､ 教養教員団の指導下､ そ の 分野の知

識と論理を習得するため の もの で ある｡ コ ア ･ カ

リ キ ュ ラ ム と､ 量的推理 ､ 文章表現､ 外国語に関

する要求が ､ 全 て の 学生に対 して はば広い教育を

与える ことを目指 して い る の に対し､ コ ン セ ン ト

レ
ー

シ ョ ン は ､ 学生に ､ 特定分野の ある程度深い

追究によ っ て 得られる分析力を与える ことを目標

と し て い る｡
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他の大学におい て は ､ ｢ 専攻+ ､ 場合に よ っ て

は ｢ 副専攻+ と い っ た言い 方もされる ことがある ｡

しか し､ ｢ コ ン セ ン ト レ ー シ ョ ン+ と いう言葉は ､

専門的な研究に伴う深さ､ 要求 ､ 知的興奮と集中

度とを､ より正確に指 し示 して い る｡ 学部 で コ ソ

セ ン ト レ - シ ョ ソ を修得するもの には ､ 独立 した ､

偏見 の な い 思考と判断を獲得 し､ コ ン セ ン ト レ -

L) ヨ ソ によ っ て可能になる､ 創造 の 過程と発見に

つ い て の 意識を養う こ とが期待されて い る ｡ 全 て

の コ ソ セ ソ ト レ
ー

シ ョ ン は ､ 学生に ､ 知識 の 或る

統合体を ､ 体得､ 評価 ､ 応用する機会を与え る｡

彼らはまた ､ 選択 した分野におい て ､ 知識 の 鏡界

を拡大する作業に参加す るこ とが できる｡

こ う した方針を見る限り ､ 知識 の獲得よりも､ 各分

野独自の 論理や分析方法の 習得を基本的な目標とする

点で は ､ コ ア ･ カ リ キ ュ ラ ム の 目指す と こ ろと大きな

差はない ようで ある｡ コ ア ･ カ リ キ ュ ラ ム における個

性的な講義により ､ 多様な分野の 方法論を紹介された

学生が ､ コ ソ セ ソ ト レ
-

シ ョ ソ にお い て 特定の分野に

集中的に 入り込み ､ そ の分野に固有の 手法を獲得する

と い うの が ､ -
- ヴ ァ

- ドの 目指す学部教育の姿 で あ

るとい え る｡

なお､ コ ア と コ ソ セ ソ ト レ ー

シ ョ ン の 制度上 の 関係

に つ い て ､ 幾 つ か具体例を示す ( F C ､ p p . 8- l l .) ｡ 例

えば､ 人額学と い う コ ン セ ン ト レ ー

シ ョ ン を選択 した

場合 ､ S o ci al A n a ly si s と いう コ ア は選択を免除され

るの で ､ それ以外の 九 つ の コ ア分野から八 つ を選択す

ればよい ｡ た だ し､ 人額学で は ､ S ci e n c e A お よび B

の選択を必須条件と して学生に課 して い るの で ､ こ の

二 つ は 必ず コ ア の 中か ら選択されなければならない ｡

ま た ､ 物理学と い う コ ン セ ン ト レ
ー

シ ョ ン を選択する

と ､ S cie n c e A の 選択は免除されるの で ､ 残 り九 つ か

ら八 つ コ ア を選択する ことになるが ､ そ の際､ コ ソ セ ソ

ト レ - シ ョ ソ か らの 要求に より ､ 八 つ の 中にS c i e n c e

B を 含め なければな らな い ｡

二 つ の S ci e n c e を､ ど ちらも選択せずにすませ る の

は難 しい という の は ､ 以下 の ような理由に よる｡ 人文 ･

社会に属する コ ン セ ン ト レ
-

シ ョ ソ が ､ 同系統の 分野

の コ ア を免除するの は当然で あるが ､ そ れ以外に ､ 学

生 の素養が偏る ことを防ぐためか ､ 上 で みた人莱頁学の

例の ように ､ こ れらの コ ソ セ ン ト レ
ー

シ ョ ン は ､ 往往

に してS ci e n c e A と B の 両方を コ ア の 中から選択する

ことを要求 して い る ｡ また ､ 自然科学 ･ 工学系の コ ソ

セ ソ ト レ - シ ョ ソ は ､ 自然科学分野で の基礎をできる

限り広く固め る ことを目指 して か ､ こ れも上 でみ た物

理学の ように ､ 免除にならな い 方 の S ci e n c e を コ ア で

とる ことを必須条件と し て い るも のが 多い ｡ コ ン セ ン

ト レ -

シ ョ ソ を どう選択するにせ よ､ S ci e n c e を コ ア

から選択せずにすますこ とは困難なの である｡ ただ し､

地球惑星 科学 ､ 生物学 ､ 生物化学 ､ 物 理科学 (物理学

とは別で ､ 数学 ･ 物理学 ･ 化学 ･ 天文学 ･ 地球惑星科

学などを広く学ぶ コ ソ セ ソ ト レ
-

シ ョ ソ) で は ､

S ci e n c e の 二 つ を両方とも免除分野に指定 して い る｡

ちなみに ､ そ の場合には ､ 学生は ､ S ci e n c e の 二 つ を

除い た全て の 分野から
一

つ ず つ講義を選択 しなければ

ならない ｡

比較的自由度が 高い ように見え る コ ア ･ カ リ キ ュ ラ

ム と コ ン セ ン ト レ ー

シ ョ ン の 組み合わせ にも､ 極端な

ケ ー ス を防ぐべ く ､ 実際 の運用に関する細かい 規定が

設け られて い るわ け で ある｡ た だ し､
一

方 で ､ 殆 ど の

コ ン セ ン ト レ ー

シ ョ ン が選択を課 して い るS ci e n c e に

し て も､ A ､ B お の おの に10 以 上 の 講義が所属 してお

り､ また そ の 内容に つ い て は ､ 科学史や科学哲学 へ の

ひろが りをも っ た もの が少なからずある ( C I ､ p p . 34 -

4 0 .) と い っ た 点に注目す べ き で あろう｡ 理科＼系の 科

目を嫌う
一

部 の 学生が ､ 自然科学の 方面に関心をもつ

契機を つ かめ るような工夫が なされて い る の である｡

カ リ キ ュ ラ ム の 自由度は ､ コ ア と コ ン セ ン ト レ - シ ョ

ソ の 組み 合わせ と い う制度と同時に ､ そ れ を支える教

員団の授業担 当能力に裏付け られて い る｡

む す び

以上 ､ ごく大まかに で はあ っ た が ､ ハ
- ヴ ァ - ド大

学 の学部教育の現況を報告 した ｡ 説 明不足に よ っ て ､

思わぬ誤解を招い て い る箇所がな い か と の 不安もある

が ､ 同大学の学部教育の制度の概観程度は紹介できた

の で はな い か と思われる｡ 何 か の 議論の 際､ 参考に し

て い ただければ幸い で ある｡
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最後に､ 制度の 紹介を行 っ た文章の しめくく りと し

て は ､ い さ さか不適切な感想を述 べ させ て い ただく｡

本稿を草するため に ､ あらた め て - - ヴ ァ - ド大学 の

講義シ ラ バ ス 集などに目を通 して 印象に≧残 っ た の は ､

制度面で の特異さ よりも､ そ の実質 ､ 講義 の 多様性や

内容の 充実度 であ っ た ｡ 特殊な例で 恐縮で あるが ､ 例

えば筆者の専攻する科学史を例にと っ た場合､ 筆者 の

在籍した期間だけ で も､ 数学史
･

物 理学史
･

化学史
･

生物学史 ･ 医学史などに関する講義の み ならず､ 心 理

学史､ 経済学史に関する講義まで が開かれて おり､ さ

らに ､ 時代区分も､ い わゆ る科学革命期はもちろん ､

古代から現代に至 るまで ､ およそ注目 に値する と思わ

れる年代は ､ 殆 ど講義に とりあげられて い た ｡ ( ちな

み に､ 科学史とい う分野は名目上は コ ソ セ ソ ト レ ー シ ョ

ン と し て は存在せず､ ｢歴史と科学+ と いう題 目 で相

当する分野を学ぶ ことが できる｡ 大学院の専攻と して

はもちろん ｢科学史+ は存在しており､ また ､ - - ヴァ -

ドの 科学史学科は合衆国で初め て設立 された科学史学

科 で ある ｡) 教員団の授業担 当能力には 目を見張る も

の があり､ こ の 教員団をも っ てすれば､ い か な る制度

の 下でも高度な教育は可能で あろうと思われ た ｡ 逆 に

い えば､ い か にす ぐれた制度上 の変革を行おうとも､

教育の 質 の 向上に関して ､ 講義を担当する教員の 能力

にかか る部分は依然と して 極め て大きい と い う こ とに

なる ｡ 教育におい て も､ 制度は､ 結局 の と ころそれを

運用す る人間を抜きに して論ずる ことは できな い もの

で あると いう ことが できよう｡
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表l -
-

ヴ ァ
- ド大学教養教員団の構成

ミ畏
アフ リカ系

アメリカ人研究
人 類 学 応用科学 天 文 学

生 物 学 ケル ト諸語

･ 諸文学
化 学 古 典 学 比較文学

地球惑星

科 学

東ア ジ ア

話語･諸文明
経 析 学

英米語 ･

英米文学
美 術

分子 ･ 細胞 生体 ･ 進化

P r o 6 1 8 4 5 1 7 2 1 1 9 1 1 5 1 2 1 6 1 9 1 7 3 4 2 4 1 4

A s c P 0 3 6 0 4 4 0 2 2 1 4 0 3 3 0

S L 0 2 2 1 0 2 0 0 0 1 0 0 3 2 5

S P r e 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0

小 計 6 2 3 5 3 1 8 2 5 2 5 1 1 7 1 4 1 8 2 3 2 1 4 0 2 9 1 9

A s sP 2 7 5 4 4 2 0 2 2 0 2 3 1 2 8 3

L 0 8 2 1 8 2 0 1 1 1 0 2 0 8 5 1

P r e 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0

Ⅰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 1 0

小 計 2 1 5 7 2 2 8 2 1 3 3 0 4 1 6 2 1 1 4 4

以上合計 8 3 8 60 4 0 3 3 2 7 2 2 0 1 7 0 2 7 3 7 61 4 3 2 3

V P r o 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 0 2 0

V A s c P 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

V A s sP 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

V L 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2

小 計 7 0 1 0 0 0 1 0 2 0 0 1 0 7 2

合 計 1 5 3 8 61 4 0 3 3 2 7 3 2 0 1 9 1 8 2 7 3 8 61 5 0 2 5

ミ畏
ゲルマ ソ諸語

･ 諸文学
政 治 学 歴 史 学 科 学 史 言 語 学 数 学 音 楽

中東諸語
･ 諸文 明

哲 学 物 理 学 心 理 学
ロ マ ソ ス話語

･ 諸文学

サソスク[) ブ ト

･ イ ソド研究

ス ラ ブ者語

･ 諸文学
社 会 学

P r o 6 2 5 2 8 6 3 1 6 9 1 8 1 2 3 0 1 4 1 0 3 9 l l

A s cP 2 l l 6 2 2 1 1 1 2 5 4 2 0 0 1

S L ■0 0 0 1 0 1 4 2 0 2 2 0 0 0 1

S P r e 2 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 5 0 1 0

小 計 1 0 3 6 3 4 9 5 1 9 1 5 22 1 4 3 7 20 1 7 3 - 1 0 1 3

A s s P 1 1 5 7 2 0 * o(1 2) 2 2 1 5 5 5 1 1 4

L 0 0 1 0 1 1 2 1 2 0 0 1 1 0 0 0

P r e 0 0 0 1 0 2 1 1 0 0 0 1 0 6 0

Ⅰ 0 4 0 0 0 2 0 0 1 0 1 1 0 1 0

小 計 1 1 9 8 3 1 1 6 4 5 2 5 7 8 1 8 4

以上 合計 l l 55 4 2 1 2 6 3 5 1 9 2 7 1 6 4 2 27 2 5 4 1 8 1 7

V P r o 0 0 2 2 1 1 3 2 3 1 1 5 0 0 1

V A s cP 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 0

V A s sP 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

V L 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 1 1 2 4 1 1 4 2 4 1 1 5 1 2 1

合 計 1 2 56 4 4 1 6 7 3 6 2 3 2 9 2 0 4 3 2 8 30 5 2 0 1 8

忘畏 統 計 学
視覚 ･

環境研究
文章表現 量的推理 合 計

P r o 5 6 0 0 4 89

A s c P 1 1 0 0 74

S L 0 4 0 0 35

S P r e 0 2 1 0 1 8

小 計 6 1 3 1 0 6 1 6

A s s P 0 0 0 0 * 107(119)

L 2 1 0 0 71

P r e 0 0 4 1 2 8

Ⅰ 0 0 0 0 1 6

小 計 2 1 4 1 2 22

以上 合計 8 1 4 5 1 8 38

V P r o 0 0 0 0 28

V A s cP 0 0 0 0 9

V A s s P 0 1 0 0 6

V L 0 6 0 0 1 6

小 計 0 7 0 0 5 9

合 計 8 2 1 5 1 8 97

荏)
･ P r o は教授､ A s c P は 准教授､ A s s P は助教授 ､ L は 講師 ､ P r e は プリ セ プ タ ー

､
Ⅰは

イ ン ス トラ ク タ- を表 す｡ S は 上 級職 ､ Ⅴ は客 員を意味す る符号｡
･

教員を 合計 した 数字 は ､ 約70 0 とい う文章 中の 数字と
一

致 しない が ､ 学科 に より所

属教員と認め る範暗 が 異なる ことと､ 若干 の兼 任者が あ る こと などに よる と思われ

る｡

* 数学科の1 2 人 の講 師は 全て タイ ト ル 付 き講 師で ある た め
､ 助教授兼任で は ある が ､

講師と して 計算 した｡

出典) H a rv a rd U n iv e r sit y , F a c u lt y o f A rt s a n d S ci e n c e s , C αir S e S Of l n stn i Cti m I

19 94- 95 (C a m b ri d g e ,- M A , H a rv a r d U ni v e r sit y , 19 94) .
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表2 コ ソ セ ソ ト レ
- シ ョ ソ 分野と1 99 3 年11 月 か ら199 4 年6 月 まで の修了者数

分 野 修 了 者 数 分 野 修了 者 数

ア フ リ カ系 ア メ リ カ 人研究 ll 歴史と文学 7 0

人煩学 6 8 歴史と科学 2 8

応用数学 3 9 言語学 ll

天文学 2 文学 22

生物科学 6 2 数学 22

生物学 16 5 音楽 9

化学 41 中東諸語
･

諸文明 2

化学 ･ 物理 学 8 哲学 27

古典学 20 物理科学 6

計算棟科学 30 物理学 37

地球惑 星科学 17 心理学 100

東 ア ジ ア 研究 28 比較 宗教研究 14

経済学 188 ロ マ ン ス 諸語
･

諸文学 12

工学 4 1 サ ソ ス ク ]) ッ ト ･ イ ン ド研 究 2

英 米文学 ･ 英米語 1 49 ス ラブ 話語
･

諸文学 15

環境:科学と公共政策 5 社会研究 8 1

美 術 2 3 社 会学 1 9

民 話
･

神話学 6 統計学 1

ゲ ル マ ソ 諸語
･

諸文学 4 視覚 ･ 環境研究 3 2

政 治学 19 6 ‾女性学 l l

歴 史学 9 2 特殊分野 1 9

合 計 1 83 9

出典) H a v a r d U n iv e r sit y , F a c u lty o f A rt s a n d S ci e n c e s , F l
'

e lds of C m ce ntr a ti m : 1 99 4195

(C a m b rid g e , M A , H a r ∇ a r d U ni v e r sit y , 19 94) .
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